
 

〔28〕ラグビーフットボール競技 
 

１ 期  日   2025 年 10 月３日（金）から 10 月７日（火）まで（５日間） 

種 別 
10月３日

（金） 

10月４日

（土） 

10月５日

（日） 

10月６日

（月） 

10月７日

（火） 

成年男子 
 

 
  

予選プール/ 

決勝トーナメント 
決勝トーナメント 

女  子 
 予選プール/ 

決勝トーナメント 
決勝トーナメント   

少年男子 １ 回 戦 ２ 回 戦 
 

 

準 決 勝 

５・７位決定戦 
決  勝 

 

２ 会  場   野洲市（成年男子・女子） 滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場 

            （少年男子）  滋賀県希望が丘文化公園球技場 

                      滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場 

 

３ 種別及び参加人数 

種 別 監 督 選 手 参加都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ 10 12 132 

552 女  子 １ 10 12 132 

少年男子 １ 23 12 288 

（注）成年男子については、監督が男子の場合、選手を兼ねることができる。 

女子については、監督が女子の場合、選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規程及び方法 

(1)  2025 年度版 World Rugby 競技規則にて実施する 

・少年男子 高体連主催の大会におけるフロントローの入替に準ずる。 

交替/入替のプレーヤー数は８名以内とする。 

フロントローについては３名まで、その他のプレーヤーについては５名まで入替できる。 

フォワードのプレーヤーがシンビンもしくは退場で 1 名少なくなった場合は 7 人でスク

ラムを組むか 8 人で組むかをレフリーはチームに確認をする。 

バックスのプレーヤーの場合は 8 人でスクラムを組まなければならない。 

・成年男子・女子 交替/入替の回数は延長戦も含み、５回以内とする。 

(2) 試合時間は、下表のとおりとする。 

種 別 前 半 ハーフタイム 後 半 

成年男子 ７人制 ７分 ２ 分 以 内  ７分 

女  子 ７人制 ７分 ２ 分 以 内  ７分 

少年男子 15 人制 30 分 ５ 分 以 内  30 分 

 

 



 

(3) 成年男子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）と予選プー

ルにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式 1 回戦とする。 

第２日目は予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント

方式の順位決定戦とする。 

ア 予選プール 

予選プールにおける各プールの順位の決定は、各プール全試合の勝ち点の合計により決

定する。各試合の勝ち点は、勝ち３点、引き分け２点、負け１点、棄権０点とする。なお、

予選プール終了時点で、勝ち点が同じ場合は、下記の順序に従い順位を決める。 

(ｱ) 予選プール全試合の得点数と被得点数の差が最も大きいチームを上位とする。 

(ｲ) 予選プール全試合のトライ数と被トライ数の差が最も大きいチームを上位とする。 

(ｳ) 予選プール全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。 

(ｴ) 予選プール全試合でトライ数が最も多かったチームを上位とする。 

上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は抽選で順位を決める。 

イ 順位決定トーナメント戦 

順位決定トーナメント戦において前後半終了時点で同点の場合は、延長戦により勝敗を

決定する。延長戦に入る前に、レフリーは試合前と同じようにトスを行う。                   

延長戦は試合終了後の１分後に始まり、５分間のピリオドで行われる。各ピリオド終了後

にエンドを入れ替え、ハーフタイムはとらない。どちらかのチームが得点（ドロップゴー

ル、ペナルティゴール、またはトライ）するまで５分間のピリオドを繰り返す。 

(4) 女子の試合形式 

第１日目は１プール３チームの総当り戦による予選プール方式（計４プール）と予選プー

ルにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント方式 1 回戦とする。 

第２日目は予選プールにおいて各プール２位以内となった８チームによるトーナメント

方式の順位決定戦とする。 

ア 予選プール 

予選プールにおける各プールの順位の決定は、各プール全試合の勝ち点の合計により決

定する。各試合の勝ち点は、勝ち３点、引き分け２点、負け１点、棄権０点とする。なお、

予選プール終了時点で、勝ち点が同じ場合は、成年男子の決定方法に準ずる。 

イ 順位決定トーナメント戦 

成年男子の順位決定トーナメント戦に準ずる。 

(5) 少年男子の試合形式 

トーナメント方式とする。 

トーナメントにおいて、規定時間内に、同点のため次の試合への出場チームが決まらない

場合及び順位を決めなければならない場合、次の方法で決める。 

ア 総トライ数の多いチームを上位とする。 

イ 総トライ数も同じ場合は、ペナルティトライ数の多いチームを上位とする。 

ウ 総トライ数もペナルティトライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチーム

を上位とする。 

エ 上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回への出場または順位を決める。 

オ 決勝戦の場合は上記の定めにかかわらず、両チーム優勝とする。また、５・７位決定戦

で同点の場合、上記の定めにかかわらず、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 



 

 (6) 雷等、荒天時等における「中断」「再開」「勝敗」について 

試合中に落雷（雷鳴・雷光）が発生した場合、直ちに試合を中断させる。中断ならびに再

開の判断は競技担当責任者を中心に、気象庁から発表される気象警報を確認し、大会関係者

と協議し決定する。 

再開の判断は、中断後概ね 30 分後を目途とする。 

チームのウォーミングアップ時間を十分に配慮した上で、試合再開時刻を決定する。 

試合が中断し再開出来ないと判断した場合、以下の方法で勝者を決定する。 

ア 成年男子・女子：予選プール 

 (ｱ) 中断時に前半が終了していない場合であっても試合は成立し、中断時の得点を有効

とする。 

(ｲ) 中断時に前半が終了しておらず、且つ中断時の得点が同点の場合は引き分けとする。 

(ｳ) 後半途中で中断した場合は、試合は成立し、中断時の得点を有効とする。 

(ｴ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)を適用する。 

イ 成年男子・女子：決勝トーナメント戦、少年男子 

(ｱ) 中断時に前半が終了していない場合であっても試合は成立し、中断時の得点を有効

とする。 

(ｲ) 中断時に前半が終了しておらず、且つ中断時の得点が同点の場合は引き分けとし抽

選によって次回戦への出場を決定する。 

(ｳ) 後半途中で中断した場合は、試合は成立し、中断時の得点を有効とする。 

(ｴ) 再度中断した場合は(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)を適用する。 

 

５ 予選方法 

(1) 競技規則、罰則、参加資格等については、本大会に準ずる。 

ア ブロック大会の日程、会場の決定 

各種別のブロック大会の日程、会場は当該ブロック大会を統轄する協会長から公益財団

法人日本ラグビーフットボール協会長に報告する。 

イ 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会では、７・８月をシーズンオフと定めてい

るので、この期間に試合を行うことは適切でないが、国民スポーツ大会のブロック大会を

行うため、やむを得ず特例を認める。ただし、事故防止の観点から試合開始時刻について

は、午前、午後の適切な時間帯を選び慎重に行うこと。 

上記の理由で少年男子は決勝も含め、前後半 25 分ハーフで実施することとする。 

(2) ブロック大会申込み方法 

各都道府県ラグビーフットボール協会は、基礎となる選手（予備登録選手を含む）成年男

子及び女子 35 名以内、少年男子 50 名以内を所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込

システム）へアクセスし、当該ブロック大会参加申込締切日までに申し込む。 

(3) チーム編成 

単独、補強及び選抜を問わず、チーム名は都道府県名を冠すること。 

(4) 女子 

ブロック大会がやむを得ず実施できない場合は、ブロック大会開催県スポーツ協会（実行

委員会）、開催県ラグビーフットボール協会、管轄の地域ラグビーフットボール協会（三支部

協会）及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会と協議の上、推薦で決めることがで

きる。 



 

 

 

(5) ブロック大会区分及び代表チーム数は、下表のとおりとする。 

ブロック名 都 道 府 県 名 
成年 

男子 
女子 

少年 

男子 

北海道 北海道 １ １ １ 

東 北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 ２ ２ ２ 

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 １ １ １ 

北信越 新潟、長野、富山、石川、福井 １ １ １ 

東 海 静岡、愛知、三重、岐阜 １ １ １ 

近 畿 京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 １ １ １ 

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 １ １ １ 

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 １ １ １ 

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ２ ２ ２ 

開催県 滋賀 １ １ １ 

計 12 12 12 

(6) 予選会の結果報告 

ブロック大会の結果は、それぞれ主管した都道府県ラグビーフットボール協会が 2025 年

９月 1 日（月）までに公益財団法人日本ラグビーフットボール協会宛報告すること。 

(7) 本大会は、「令和６年度国民スポーツ大会ラグビーフットボール競技」での各種別（成年男

子・女子・少年男子）の上位順に４都道府県をシードする。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか次による。 

(1) 少年男子 

高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグ

ビーフットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

(2) 女子 

高校１年生を含む 2010 年４月１日以前に生まれた者。 

高等学校在学中の生徒は、所属長（居住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグ

ビーフットボール協会長）が、人物、身体、学業など適当と認めたものとする。 

(3) 監督 

チームの監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認

ラグビーフットボールコーチ３（公益財団法人日本ラグビーフットボール協会強化コーチ）、

公認ラグビーフットボールコーチ４のいずれかの資格を有する者とする。 

(4) その他 

公益財団法人日本スポーツ協会規定及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会選

手・役員規定に違反するものは参加できない。 

 

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の合



 

計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。ただし、同点の場合は、その順位を共

有し、次の順位を欠位とする。 

(1) 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競  技  得  点 

成 年 男 子 

女     子 
女    子 

各種別とも１位 40 点、２位 35 点、３位 30 点、４位 25

点、５位 20 点、６位 15 点、７位（２チーム）各 7.5 点

の競技得点を与える。 

少 年 男 子  

１位 64 点、２位 56 点、３位（２チーム）各 44 点、５位

（２チーム）各 28 点、７位（２チーム）各 12 点の競技

得点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次の順位を

欠位とする。なお、得点は次の順位のものを加え、当該都

道府県で等分する。 

 ＊少年男子 ５・７位決定戦 2 試合引き分けの場合、4 チームに各 20 点を与える。1 試合勝敗

が付き１試合が同点の場合、勝者チームに 28 点、敗者チームに 12 点、引き分けのチームに

は各 20 点を与える。 

＊成年男子・女子 同順位の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 

なお、得点は次の順位のものを加え、当該都道府県で等分する。 

(2) 参加得点 

大会（ブロック大会を含む）に参加した都道府県に 10 点を与える。ただし、ブロック大会

で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。 

 

８ 表  彰 

(1) 男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８位までの都道府県に、表彰状を授与する。 

(2) 男女総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。 

(3) 各種別の第１位から第７位（２チーム）までに、賞状を授与する。 

 

９ 参加申込み方法 

総則８に定めるもののほか、次による。 

(1) 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力

の上、所属都道府県スポーツ協会を通じて、2025 年９月４日（木）までに申込手続きを完了

すること。 

(2) 締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスでき

なくなるので、締切期限を厳守すること。 

(3) 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害等及び特別な場合は認める。又、監督変更は、

第６項(3)の条件を満たしていることとする。なお、選手・監督変更とも代表者会議の決定を

もって最終とする。 

ア 提出期限 成年男子 2025 年 10 月５日（日） 

       女  子 2025 年 10 月３日（金） 

       少年男子 2025 年 10 月２日（木） 

 

 



 

 

 

イ 提 出 先  

(ｱ)〒107-0062  東京都港区南青山 1 丁目 1-1 新青山ビル 東館 5 階 

公益財団法人日本ラグビーフットボール協会 

         TEL 090-3581-6777 FAX 03-5775-5034 

         MAIL t-kref@agate.plala.or.jp 

(ｲ)〒520-0807  滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

         （滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 競技第一係） 

         TEL 077-528-3324 FAX 077-528-4836 

         MAIL kokusupo-sanka@pref.shiga.lg.jp 

(ｳ)〒520-0807  滋賀県大津市松本一丁目２番１号 

         わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局 

         （滋賀県国スポ・障スポ大会局 競技運営室 県運営競技係） 

         TEL 077-528-3695 、080-1589-1157 FAX 077-528-4836 

MAIL rugby-football@pref.shiga.lg.jp 

なお、(ｱ)～(ｳ)について原則メールにて提出とする。また、公益財団法人日本スポーツ

協会に対しては、上記への提出後、別途、所定の手続きにより、参加申込み情報を修正す

ること。 

(4) 問合わせ先 

上記(ｱ)(ｲ)(ｳ)参照 

 

10 参加上の注意 

(1) 少年男子は、全国高等学校体育連盟ラグビーフットボール専門部が定める「プレーヤーの

服装規定」に準ずること。 

(2) 女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また、19 歳未満

の選手には、ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。 

なお、競技規則はワールドラグビー制定の『2025 年度７人制競技規則』を適用するが、安

全面を考慮し、スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断でとめ

る場合がある。 

(3) 本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）は、

大会本部で配置する。 

(4) 競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には、必ず所属する都道府県名を明示

すること。 

 

11 その他 

(1) 組合せ抽選会 

日 時  2025 年９月７日（日） 午後１時 

場 所  JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 内会議室 

     〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 

     TEL 03-3401-3321 FAX 03-3401-6610 



 

 

 

(2) 代表者会議 

（成年男子） 

日 時  2025 年 10 月５日（日） 午後４時 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 スポーツ会館 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252  

（女  子） 

日 時  2025 年 10 月３日（金） 午後４時 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 スポーツ会館 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252  

（少年男子） 

日 時  2025 年 10 月２日（木） 午後４時 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 スポーツ会館 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252  

(3) 表彰式 

（成年男子・総合） 

日 時  2025 年 10 月７日（火） 競技終了後 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 陸上競技場 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252 

（女  子） 

日 時  2025 年 10 月５日（日） 競技終了後 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 陸上競技場 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252 

（少年男子） 

日 時  2025 年 10 月７日（火） 競技終了後 

場 所  滋賀県希望が丘文化公園 球技場 

     〒520-2321 滋賀県野洲市北桜９７８ 

     TEL 077-588-3251 FAX 077-588-3252 

                                    


